
魚が口をパクパクさせたり、エラやヒレを動かすなどの筋肉活動を行った時、電気的な信号が発生
します。ユニレリーフは、水槽内に特殊なセンサーをつけ、この信号を測定し、魚の活動状態を
「活動量」という数値に変換し、活動量の高低で判断をします。（※ 人間の心電図に似ています）
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魚の活動状態

を数値化

ユニレリーフは活動量測定機能に加え、いろいろな機能があります。

ＰＣ＆モニタ

信号処理・判定部

給餌器

照明

自動給餌ができます。24時間
タイマーで設定した時間に自動で餌
を与えます。
水槽の中の様子を見るために、水槽
上部に照明が設置されています。

魚

金魚（ワキン）、ヤリタナゴ、ヌマエ
ビ、ヒメダカなどが飼育可能です。
体長3～7cm程度、数10～15尾程度
（※ワキンの場合）
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電動弁

採水瓶

水質異常時に自
動的に採水しま
す。

PLC： 活動量の測定
周辺装置の制御
警報の発報

パソコン 表示・データ保存

標準：４ℓ/min

冬季の低水温時に、魚の活動が
弱らないように水を温めます。
昇温温度は１～９℃で調節でき
ます。

加温器
（ヒータ）

原水・浄水・工場排水など

※ 塩素を含んだ水（浄水）を監視する場合は「塩素中和装置」（オプション）で
中和処理ができます。

※ 通水する水の濁度が頻繁に高濁度となる場合には、監視水槽の汚れを軽減する
ための「ろ過装置」（オプション）も用意がございます。

活動電位

ユニレリーフの構成

どうやって監視しているの

「ユニレリーフ」は協立電機にて製造・販売・メンテナンスを全て承っております。


